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第 1 回配本 Nos．249-265 号 （昭和 2 年 1 月-6 月) 17 冊 [製本済 全３冊] ￥96,690 (税別￥87,900) 総目次集 1 冊付 

第 2 回配本 Nos．266-282 号 （昭和 2 年 7 月-12 月) 17 冊 [製本済 全３冊] ￥98,890 (税別￥89,900) 総目次集 1 冊付 

第 3 回配本 Nos．283-299 号 （昭和 3 年 1 月-6 月) 17 冊 [製本済 全３冊] ￥109,890 (税別￥99,900) 総目次集 1 冊付 

第 4 回配本 Nos．300-316 号 （昭和 3 年 7 月-12 月) 17 冊 [製本済 全３冊] ￥111,870 (税別￥101,700) 総目次集 1 冊付 

第 5 回配本 Nos．317-334 号 （昭和 4 年 1 月-6 月) 18 冊 [製本済 全 4 冊] ￥142,670 (税別￥129,700) 総目次集 1 冊付 

第 6 回配本 Nos．335-351 号 （昭和 4 年 7 月-12 月) 17 冊 [製本済 全 4 冊] ￥140,250 (税別￥127,500) 総目次集 1 冊付 

第 7 回配本 Nos．352-369 号 （昭和 5 年 1 月-6 月) 18 冊 [製本済 全 4 冊] ￥145,530 (税別￥132,300) 総目次集 1 冊付 

第 8 回配本 Nos．370-386 号 （昭和 5 年 7 月-12 月) 17 冊  [製本済 全３冊] ￥114,290 (税別￥103,900) 総目次集 1 冊付 

第 9 回配本 Nos．387-404 号 （昭和 6 年 1 月-6 月) 18 冊 [製本済 全 4 冊] ￥149,490 (税別￥135,900) 総目次集･附属論文 1 冊付 

第 10 回配本 Nos．405-421 号 （昭和 6 年 7 月-12 月) 17 冊  [製本済 全３冊] ￥107,690 (税別￥97,900) 総目次集 1 冊付 

第 11 回配本 Nos．422-439 号 （昭和 7 年 1 月-6 月) 18 冊  [製本済 全３冊] ￥119,790 (税別￥108,900) 総目次集･附属論文 1 冊付 

第 12 回配本 Nos．440-456 号 （昭和 7 年 7 月-12 月) 17 冊  [製本済 全３冊] ￥101,970 (税別￥92,700) 総目次集 1 冊付 

第 13 回配本 Nos．457-474 号 （昭和 8 年 1 月-6 月) 18 冊  [製本済 全３冊] ￥116,270 (税別￥105,700) 総目次集･附属論文 1 冊付 

第 14 回配本 Nos．475-491 号 （昭和 8 年 7 月-12 月) 17 冊  [製本済 全３冊] ￥109,890 (税別￥99,900) 総目次集･附属論文 1 冊付 

第 15 回配本 Nos．492-509 号 （昭和 9 年 1 月-6 月) 18 冊  [製本済 全 4 冊] ￥144,430 (税別￥131,300) 総目次集 1 冊付 

第 16 回配本 Nos．510-526 号 （昭和 9 年 7 月-12 月) 17 冊  [製本済 全 4 冊] ￥127,930 (税別￥116,300) 総目次集 1 冊付 

第 17 回配本 Nos．527-544 号 （昭和 10 年 1 月-6 月) 18 冊  [製本済 全 4 冊] ￥148,170 (税別￥134,700) 総目次集・附属論文 1 冊付 

第 18 回配本 Nos．545-561 号 （昭和 10 年 7 月-12 月) 17 冊  [製本済 全 4 冊] ￥139,590 (税別￥126,900) 総目次集・附属論文 1 冊付 

第 19 回配本 Nos．562-579 号 （昭和 11 年 1 月-6 月) 18 冊  [製本済 全 4 冊] ￥169,290 (税別￥153,900) 総目次集 1 冊付 

第 20 回配本 Nos．580-596 号 （昭和 11 年 7 月-12 月) 17 冊  [製本済 全 4 冊] ￥143,990 (税別￥130,900) 総目次集・附属論文 1 冊付 

第 21 回配本 Nos．597-614 号 （昭和 12 年 1 月-6 月) 18 冊  [製本済 全 4 冊] ￥160,490 (税別￥145,900) 総目次集・附属論文 1 冊付 

第 22 回配本 Nos．615-631 号 （昭和 12 年 7 月-12 月) 17 冊  [製本済 全 4 冊] ￥148,390 (税別￥134,900) 総目次集・附属論文 1 冊付 

第 23 回配本 Nos．632-649 号 （昭和 13 年 1 月-6 月) 18 冊  [製本済 全 4 冊] ￥159,390 (税別￥144,900) 総目次集・附属論文 1 冊付 

第 24 回配本 Nos．650-666 号 （昭和 13 年 7 月-12 月) 17 冊 [製本済 全 4 冊] ￥132,990 (税別￥120,900) 総目次集・附属論文 1 冊付 

第 25 回配本 Nos．667-684 号 （昭和 14 年 1 月-6 月) 18 冊 [製本済 全 4 冊] ￥150,590 (税別￥136,900) 総目次集・附属論文 1 冊付 

第 26 回配本 Nos．685-701 号 （昭和 14 年 7 月-12 月) 17 冊 [製本済 全 4 冊] ￥132,990 (税別￥120,900) 総目次集付 

第 27 回配本 Nos．702-718 号 （昭和 15 年 1 月-6 月) 17 冊 [製本済 全３冊] ￥110,990 (税別￥100,900) 総目次集付 

第 28 回配本 Nos．719-735 号 （昭和 15 年 6 月-12 月) 17 冊 [製本済 全３冊] ￥103,290 (税別￥93,900) 総目次集付 



復刻赤色クロス製本済 １００冊 

ISBN 978-4-89253-609-0 セット特別価格 

￥3,630,000 (税別￥3,300,000) 

 

 

 

 文生書院版「元装復刻 キネマ旬報」は、複数のオリジナルを比較し、もっとも完成さ 
れた版の作成を期しました。評論、映画紹介などの本文記事はもちろん、かなりのウエイ 
トを占める折り込み広告まで完全に再現。新ノンブルを付し、ノンブルの付されていない 
広告の部分にも、推測でしかなかった昭和初期の『キネマ旬報』の全容を明らかするとと 
もに、学術引用の際の利便も図りました。 
 また、昭和初期の印刷・製本技術、広告デザイン等、オリジナルの様相をそのままに 
ご覧頂けますように、本文記事、広告共オールカラーにて復刻致しました。 
 記載記事、広告も網羅した総目次集（佐藤洋 編集）を半年毎に付けてあります。又、 
それには、渡辺泰 著『日本で上映された外国アニメーション映画の歴史』が記載されて 
いる号数もございます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
                             〒 113-0033 東京都文京区本郷 6-14-7 

電話(03)3811-1683  Fax (03)3811-0296 
                                                                 e-mail: info@bunsei.co.jp 

 

「失われた 世界が甦った」山田 太一（脚本家・作家） 

これはめったにない楽しい復刻である。 

私には一冊一冊まるで別世界に足を踏み入れるような興奮があった。 

内外の沢山の知らないスターの大型写真、知らない映画の広告、それが

また独特のカラーで、デザインで、コピーで、一つ一つ面白く、それらの映

画の筋書きがあり批評があり、ついでにパリ旅行記（いまのパリではない

のだ）もあれば、役者、監督の消息もあり悪口もあり、インタビューもあれ

ば、トーキーになったことで失われた沈黙へのノスタルジーもある。とに

かく大盤振舞いで、ひき込まれて半日ぐらいすぐたってしまう。昭和 2 年

から 15 年までの復刻だから、まだまだ、9 年生まれの私を含めて、生きて

いる人も多いのだが、不思議なくらい今とは別の世界に思えるのは、第二

次大戦のせいだろう。戦中戦後の未曾有の体験が、戦前を実際以上に遠く

してしまった。平和な時代なら生きていて当然の人たちが多く死んだ。こ

の「キネマ旬報」をひらいていると、そこに満載の賑やかで華やかな映画の

世界が、タイタニックのダンスパーティを見ているような物哀しさで陰っ

たりもした。 

これまでの映画のベストテンを選ぶというような企画はくりかえし、あ

ちこちで催されている。しかし、そこでとりあげられる映画の大半は戦後

の映画である。「天井桟敷の人々」「風と共に去りぬ」「大いなる幻影」「舞踏

会の手帖」などの例外もあるが、それに接したのは戦後の日本でのことで、

私にはそれらの映画は敗戦、焼跡、ヤミ市の光景と重なってしまう。この復

刻の時代を知らなかった。想像してみることも、ほとんどなかった。手がか

りがなかった。たとえば昭和８年の表紙を飾るアメリカの女優、マーガレ

ット・サラヴァン、グロリア・ステュアート、ルース・チャッタートン、タ

ラ・ビレル（これはアメリカではないかも知れないが）。はじめて見る顔ば

かりである。空白の世界であった。 

それがくっきりと眼前に現われた。時代が急に甦って立上って来た。研

究者じゃなくたって、つい向き合ってお辞儀のひとつもしたくなってしま

う。といっても、まったく知らない人ばかりの世界でもない。小津安二郎へ

のインタビューがあったりする。「生まれては見たけれど」をつくったばか

りのころで、聞き手は小津を喜劇映画の監督として質問している。小津も

それを受け入れて、ギャグを思いつくのは大変で、十人ぐらいギャグマン

がいないと行き詰るといったり、一年に四本つくるのはキツイでしょうと

いわれて「いや六本はつくらないと勉強になりません」とこたえている。

「麦秋」「東京物語」の寡作な監督にもこういう時期があったのである。こ

れ一つとっても沢山のことを知るし、喚起もされる。 

ただ、この小津作品は今でもＤＶＤで見られるが、それは稀なケースで、

この雑誌で当時、大作、問題作、一世風靡の作と謳われている作品の大半を

いまは見ることがむずかしい。失われている作品も多いだろう。ことによ

ると、おびただしいそれらの映画は、この復刻の中にしか存在の証がない

ものも少くないのではないだろうか。貴重な復刻版に拍手したい。 

(『週刊読書人』2008 年 11 月 21 日記事より転載） 
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